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【動機】

昔、水を入れたグラスをたたいて音を出して遊んだことを思い出し、「もっと音を出す仕組みに
ついて科学的に調べてみれば、楽器として使えるかも」と思い、実験を行った。

【方法】

グラスに入れる水の量を変えると音がどのように変化するか、その変化の法則や、何が音に影響
を与えるかを違う種類のグラスとも比較しながら調査を行った。

【結果】

入れる水の量が多くなればなるほど音が下がり、最初の半音の変化を出すまでに、ワイングラス
の容積の半分弱の水が必要だった。また、音域を広くするためには、密度の高い液体を使用する
必要があった。

【まとめ】

思ったよりも音域は広くなかった。取っ手があると、一様に振動しないためかノイズが入った。
高級ワイングラスは響きも音色もよく、とても癒やされる音だった。

【展望】

ウォーターベルを使い、ショパンの「雨だれ」を演奏してみたが、思っていた以上に難しかった
。また、実験が終わってからワイングラスをたたくと、響きのない音になっていた。放置した塩
水の音の響きがなぜ変わるのか、次回の研究で調べてみたい。
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